
令和元年度 自己評価・学校関係者評価 報告書 

                                      岐阜県立土岐商業高等学校 学校番号 ４８ 

Ⅰ 自己評価 

１ 学校教育目標 （略「学校経営」参照） 

 
２ 評価する領域・分野 

 
渉 外 部 

 

３ 現状、生徒及び保護者等を
  対象とするアンケートの結
  果分析等 

・保護者にとって有益な育友会行事の運営 
・保護者向け文書の確実な伝達 

・育友会予算編成の見直し 

 
４ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 
 

・育友会活動の活性化および学校教育活動への協力・支援 

 県ガイドラインに則した予算編成の立案 
・同窓会活動の活性化および学校教育活動への協力・支援 

 
５ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 
 
 

・育友会本部役員会・常任委員会・母親委員会 

 育友会だよりの発行 
・同窓会本部役員会・定期総会・東京関西支部総会 

 同窓会報の発行 

 
６ 目標の達成に必要な具体的な取組 

 
７ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

 
（１）本部役員、常任委員による協議 
（２）育友会行事に向けての協議 
（３）会報による伝達・周知 

 
（１）会員の相互理解 
（２）本部役員による協議・反省 
（３）職員の意見 

 
８ 取組状況・実践内容等 

 
９ 評価視点 

 
 10  評 価 

 
（１）教育活動および部活動の支援 
 
（２）各種育友会行事の開催、本部役員会・常任

委員会・母親委員会の開催 
 
（３）会報の発行 

 

 
（１）学校からの要望の実現度 

 
（２）各種行事の実施内容 

効率的な予算執行 

 
（３）会員の興味・関心度 

   各種行事への参加 

 
 ○Ａ  Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 
 ○Ａ  Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ ○Ｂ  Ｃ Ｄ 
 

 
11 
成 

果 

・ 

課 

題 

 

○育友会行事を精選し、業務をスリム化し役員の負担軽減を果たした。 

○７０周年記念事業として式典や記念誌の発行、記念講演会、また施設設備
寄贈などの各種事業を実施することができた。 

▲育友会母親委員会による文化祭バザーは体育館改修工事に伴う屋外での発
表のため中止とした。来年度の開催について本部役員会や母親委員会にて
協議し、内容を検討していく。 

▲文化系部活動の発表の場である「ふれあい広場」は７０周年事業として実
施した。毎年会場確保が困難で経費も膨らんでいるため、育友会行事とし
ての開催は今後行わない。それに代わる地元の方々や中学生に向けてＰＲ
となるような事業を学校全体で検討していく必要がある。 

▲７０周年記念事業を終えた今後、多くの同窓生が集えるような行事の内容
や、生徒にとって活力となるイベントの開催などについて協議していきた
い。 

 
  
 総 合 評 価 
 
Ａ ○Ｂ  Ｃ Ｄ 
 
 

 
 12 来年度に向けての改善方策案 
   （１）県ガイドラインに基づいた育友会会計の予算編成 
   （２）学校教育活動への協力および支援 
  （３）育友会行事の開催方法、内容の検討 

（４）同窓会行事の内容充実、帰属意識の啓蒙、７０周年記念事業桜植樹計画および実施 

 

 


